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■ 第 14回検定の結果を振り返る 

  

今回のベーシック級は、合格率、平均点とも第 13 回とほぼ同等でした。 

 

カテゴリごとに見てみますと、「品質」単位の問題では『品質管理（広義と狭義）の定義』が理

解不足だったようです。ベーシック級は基礎的なことを広く学んでいただきますが、品質でも、そ

もそも品質管理とは何なのか、何を目的にどんな管理をすることなのかをきちんと理解し、品質意

識を高く持っていただくことが重要になります。 

 

「コスト」単位の問題では『編成ロスの計算』の理解が低かったようです。編成ロスは作業分担

がどの程度うまくできているかを定量化したものです。作業者のスキルレベルも勘案しながら、い

かに編成ロスを少なく、作業分担をするかで、現場の生産性を大きく左右します。すぐに現場で使

える内容ですので、計算式の意味も含めて理解し、現場改善に活用してもらいたいと思います。 

 

「納期・生産管理」単位の問題では『計画標準資料』『計画と進み具合の確認』について理解不

足だったようです。生産管理関連は、皆さんがお客様との約束（納期）を守るために欠かせない内

容になります。どのように計画が立てられ、どのように仕事の進捗を管理すべきかをよく理解して、

日々の生産活動に活かしていただけたらと思います。  

 

前述にもあるように、勉強する際には、それらの内容を、どのように現場に活かすべきかを意識

しながら、全体を改めて学習していただければ、理解レベルがさらに向上できると思います。 

 

 

■現場の活動から 

 現場改善を進めるときによく見かけるのは、「さあ皆さん、改善案は何かありませんか？」と検討

している場面です。小集団活動などでは、リーダーがメンバーに向けて、よくこのような声かけを

していますね。その場合たいていは、メンバーから意見が出ずにシーンとしてしまうことが多いの

ではないでしょうか。なぜ、アイデアが出にくいのでしょうか。 

  

それは、アイデアを出すきっかけが無いからなのです。アイデアを出すきっかけとは何か。それ

は、アイデア出しの視点なのです。アイデア出しの際、よく活用される視点に「ＥＣＲＳ」という

ものがあります。 

「Ｅ（Eliminate：排除）」⇒ その仕事をやめてしまう方法は無いか 

「Ｃ（Combine：結合と分離）」⇒２つの作業を同時にできないか 
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「Ｒ（Rearrange：入替えと代替）」⇒作業の順番を変えることで速く作業ができないか 

「Ｓ（Simplify：簡素化）」⇒もっと簡単に作業ができないか（自動化含む） 

という改善視点です。 

 

具体的な例をあげると、「Ｅ」は「塗装作業で下塗りをしているものを、塗料を変更して下塗りを

せずに上塗りのみにする」、「Ｃ」は「組立作業をしながら目視検査をしてしまう」、「Ｒ」は「複数

部品をそれぞれ塗装してから組立てていた作業を、組立てしてから一回で塗装してしまう」、「Ｓ」

は「部品箱を手元に置いて、手を伸ばす距離を短縮する」などです。 

 

 また、これら視点を活用していく時は、その順番も重要です。一般に改善効果が大きいのは「Ｅ」

→「Ｃ」→「Ｒ」→「Ｓ」の順番になりますので、この順に改善案を皆で出しあいます。「ＯＯＯ作

業について、まずＥのアイデアを出してみましょう」という感じで始め、次にＣのアイデア、次に

Ｒのアイデア、最後にＳのアイデア、と進めていきます。 

 

この時に重要なのは、前回の「現場の活動から」でも述べたとおり、「絶対に評価や否定をしては

いけない」ということです。このことを厳守し、ＥＣＲＳをアイデア出しのきっかけにして改善案

を検討いただけると、今までに無いワイガヤ改善検討になると思います。ぜひ、試していただけた

らと思います。 

 

 

 

以上 

 


